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ご
あ
い
さ
つ 

さ
わ
や
か
な
風
が
吹
き
抜
け
て
い
く

朝
夕
に
な
り
、
異
常
気
象
と
さ
え
言
わ
れ

た
今
年
の
夏
を
忘
れ
て
し
ま
う
よ
う
な

清
々
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。 

各
地
で
起
こ
っ
た
災
害
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
一
人
一
人
の
防
災
へ
の
取
り
組

み
が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。 

稲
穂
も
黄
金
色
に
変
わ
り
収
穫
の
季

節
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
ご
健
勝
に
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

さ
て
、
９
月
４
日
か
ら
12
日
ま
で
の

９
日
間
、
平
成
26
年
山
北
町
議
会
第
３

回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
議

題
は
平
成
25
年
度
決
算
の
認
定
で
し
た
。 

速
報
と
し
て
い
つ
も
の
よ
う
に
お
知

ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
一
読
い
た
だ

い
て
ご
意
見
な
ど
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

一
般
質
問 

若
者
定
住
促
進
の
ま
ち
づ
く
り 

質
問 

第
５
次
総
合
計
画
で
示
す
、
２

０
２
３
年
の
人
口
１
万
１
０
０
０
人
を

達
成
す
る
た
め
に
は
「
東
山
北
１
０
０
０

ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
」
を
実
現
す
る
こ

と
が
一
番
の
近
道
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。 

答
弁 
一
番
可
能
性
の
あ
る
近
道
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
の
原
耕
地

地
区
へ
の
大
型
店
舗
の
立
地
は
本
計
画

を
後
押
し
す
る
大
き
な
成
果
と
捉
え
て

お
り
、
こ
れ
を
起
爆
剤
と
し
て
計
画
の
実

現
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

質
問 

東
山
北
駅
周
辺
の
イ
ン
フ
ラ

を
整
備
す
る
こ
と
が
、
水
上
地
区
な
ど
の

計
画
の
進
展
に
寄
与
す
る
と
思
う
が
ど

う
か
。 

答
弁 

県
道
や
町
道
、
県
河
川
管
理
用

道
路
な
ど
の
整
備
が
逐
次
進
め
ら
れ
て

お
り
、
東
山
北
駅
周
辺
の
定
住
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
は
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

水
上
地
区
は
地
権
者
研
究
会
を
初
め
、

関
係
者
の
御
理
解
、
御
協
力
に
よ
り
、
計 

 画
の
実
現
に
向
け
て
、
着
実
に
進
展
し
て

い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。 

質
問 

水
上
地
区
に
は
老
朽
化
し
た

町
営
住
宅
が
あ
る
。
地
域
の
活
性
化
の
た

め
に
は
改
善
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。 

答
弁 

中
堅
所
得
者
住
宅
、
低
所
得
者

住
宅
を
含
め
て
、
東
山
北
１
０
０
０
計
画

の
中
で
再
編
を
行
っ
て
い
く
位
置
づ
け

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

質
問 

東
山
北
駅
を
車
で
利
用
す
る

人
の
利
便
性
が
悪
い
が
、
改
善
の
計
画
は

ど
う
か
。 

答
弁 

当
初
描
い
て
い
た
計
画
と
若

干
変
更
は
あ
り
ま
す
が
、
ロ
ー
タ
リ
ー
を

含
め
て
検
討
中
で
す
。 

質
問 

若
者
定
住
に
は
通
勤
の
便
を

改
善
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
、
御
殿
場

線
各
駅
に
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
読
み
取
り
機
の

設
置
が
必
要
だ
と
考
え
る
。 

答
弁 
再
三
要
望
を
し
て
い
る
が
、

「
金
が
か
か
る
の
で
や
ら
な
い
」
と
い
う

ス
タ
ン
ス
で
話
に
乗
っ
て
く
れ
な
い
。 

質
問 

Ｓ
Ｌ
を
走
ら
せ
る
要
望
を
し

て
断
ら
れ
た
と
聞
く
。
設
備
も
な
く
乗
務

員
も
い
な
い
と
い
う
理
由
だ
。 

Ｊ
Ｒ
へ
の
要
望
は
現
実
的
で
前
向
き

な
も
の
に
す
べ
き
と
思
う
。
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

読
み
取
り
機
の
設
置
一
本
に
絞
っ
て
要

望
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

答
弁 

神
奈
川
県
と
一
体
と
な
っ
て

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
読
み
取
り
機
の
設
置
一
本

に
絞
っ
て
要
望
し
て
い
き
た
い
。 

質
問 

Ｊ
Ｒ
東
海
は
御
殿
場
～
国
府

津
間
の
運
行
を
増
や
さ
な
い
。
小
田
急
の

急
行
電
車
を
御
殿
場
ま
で
運
行
す
る
要

望
を
し
て
は
ど
う
か
。 

答
弁 

Ｊ
Ｒ
東
海
と
の
交
渉
を
小
田

急
も
余
り
や
り
た
く
な
い
と
い
う
の
が

現
実
の
よ
う
で
す
か
ら
、
非
常
に
難
し
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。
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一
般
会
計
の
状
況 

歳
入 

○
町
税
は
20
年
度
に
は
22
億
円
あ
り

ま
し
た
が
、
こ
の
と
こ
ろ
20
億
円
を
切
っ

て
い
ま
す
。
使
用
料
及
び
手
数
料
や
分
担

金
及
び
負
担
金
な
ど
の
自
主
財
源
は
歳

入
総
額
の
４
８
．
１
％
と
な
り
ま
し
た
。 

○
住
宅
関
連
事
業
補
助
金
、
社
会
資
本

総
合
整
備
交
付
金
な
ど
に
よ
り
国
庫
支

出
金
が
大
幅
増
、
地
方
交
付
税
は
前
年
度

並
み
で
、
依
存
財
源
は
歳
入
総
額
の
５
１
．

９
％
と
な
り
ま
し
た
。 

○
町
税
、
地
方
交
付
税
、
国
・
県
支
出

金
及
び
町
債
が
４
大
財
源
で
す
。 

歳
出 

○
人
件
費
は
、
退
職
に
よ
る
給
与
削
減

や
退
職
手
当
組
合
負
担
金
の
減
な
ど
に

よ
り
減
少
し
て
い
ま
す
。 

○
投
資
的
経
費
は
、
山
北
駅
北
側
住
宅

「
サ
ン
ラ
イ
ズ
山
北
」
の
建

設
や
道
路
の
新
設
・
改
良
事

業
等
に
よ
り
増
加
し
ま
し
た
。 

○
繰
出
金
は
、国
民
健
康
保

険
、
介
護
保
険
、
下
水
道
各
特

別
会
計
へ
の
繰
出
し
が
大
半

を
占
め
て
い
ま
す
。 

○
そ
の
他
で
は
、
小
田
原

市
消
防
、
足
柄
上
衛
生
組
合
、

足
柄
西
部
清
掃
組
合
に
対
す

る
負
担
金
、
町
社
会
福
祉
協

議
会
へ
の
補
助
金
が
多
く
を

占
め
て
い
ま
す
。 

経
常
収
支
比
率 

自
治
体
の
財
政
構
造
の
弾

力
性
を
測
る
比
率
と
し
て
使

わ
れ
て
い
る
、
普
通
会
計
に

お
け
る
経
常
収
支
比
率
は
８

６
．
６
％
と
な
り
、
望
ま
し
い

と
さ
れ
る
７
５
～
８
０
％
を

超
え
て
い
ま
す
。
こ
の
数
値

が
高
い
と
、
自
由
に
使
え
る

お
金
が
少
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。 

経
常
収
支
比
率
を
構
成
す

る
要
素
ご
と
の
比
率
を
平
成
５
年
度(

７

０
．
５
％)

と
の
比
較
で
グ
ラ
フ
に
示
し

ま
す
。
扶
助
費
と
操
出
金(

主
に
国
民
健

康
保
険
、
介
護
保
険
お
よ
び
下
水
道
特
別

会
計
へ)

の
増
加
が
大
き
い
こ
と
が
ご
理

解
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。 

平
成
25
年
度
決
算 

1,298

1,273

人件費

1,181

425

490

扶助費

481

479

390

公債費

344

995

861

投資的経費

1,106

374

405

繰出金

447

1,647

1,622

その他

1,601

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000

２３年度

２４年度

２５年度

性質別歳出の推移（単位：百万円）

町税
1,884
35.9%

地方交付税
998

19.0%

国・県支出金
1,163
22.2%

町債
364
6.9%

繰入金
267
5.1%

その他
573
10.9%

一般会計歳入（単位百万円)

36.6%

人件費
33.3%

0.6%

扶助費
4.4%

8.6%

公債費
10.3%

9.1%

物件費
12.0%

1.0%

維持補修費
1.1%

12.3%

補助費等
12.9%

2.3%

繰出金
12.5%
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平成5年度

平成25年度

経常収支比率の構成比

合計

５１６０

５０４２

５２１９

86.6%

70.5% 


